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会　議　の　概　要 

１０：００～ 

１　開議　 

　＜事務局次長＞ 

　　原野委員から本日の会議を欠席する旨の届け出が提出されているので承知願う。　 

　【事務局日程説明】 

　 

２　議案審査 

 

（会計管理室入室） 

１０：０３～ 

【会計管理室】 

（１）第５３号議案　令和７年度亀岡市一般会計補正予算（第７号） 

　　　第５９号議案　令和７年度亀岡市亀岡財産区特別会計補正予算（第１号） 

　　　第６０号議案　令和７年度亀岡市篠財産区特別会計補正予算（第１号） 

 

会計管理室長兼会計管理者　　あいさつ 

　　　会計課長　　　　　説明 

　　　財産管理課長　　　説明 

１０：１０ 

 会　　　　　　　　　議　　　　　　　　記　　　　　　　　　録

 
会議の名称 総務文教常任委員会

会議場所　全員協議会室
 

担当職員　小川
 

日　時 令和８年３月９日（月曜日）
開　議　　　午前１０時００分 

閉　議　　　午後　２時２０分

 出席委員 　◎山本　○小林　竹内　浅田　三上　松山　福井　（欠席：原野）
 

執行機関 

出席者

森岡会計管理室長兼会計管理者、山内会計課長、数井財産管理課長、西出財産管理課副課

長兼資産マネジメント係長事務取扱、深田会計課出納係長 

中川教育部長、飛田教育部次長、数井教育総務課長、今西学校教育課長、黒田教育支援担

当課長兼指導主事、大石みらい教育リサーチセンター所長、山内みらい教育リサーチセン

ター副所長兼まなびプロモーション係長事務取扱、柳谷教育総務課施設係長 

三宅生涯学習部長、樋口市民力推進課長、坂田生涯スポーツ課長、岡田文化芸術課長、土

井文化芸術課副課長兼文化資料館副館長、飛鳥井文化芸術課文化財係長、廣瀬生涯スポー

ツ課生涯スポーツ係長 

吉田議会事務局長、小川議会事務局次長 

垣見市長公室長、三宅ふるさと納税課長 

山本政策企画部長、川内企画調整課長、服部財政課長、谷口情報政策課長、小森財政課副

課長兼予算係長事務取扱、岩本財政課財務係長、中川情報政策課情報システム係長、竹村

企画調整課ＳＤＧｓ推進係長 

牧野総務部長、藤本自治防災課長、明田自治防災課主幹兼亀岡消防署長、谷口自治防災課

副課長自治振興係長事務取扱、植村自治防災課消防係長

 事務局 吉田事務局長、小川事務局次長 　

 傍聴 可 市民　０名 報道関係者　１名 議員１名（木村）
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≪質疑≫ 

なし 

１０：１５ 

（教育部　入室） 

 

【教育部】 

（１）第５３号議案　令和７年度亀岡市一般会計補正予算（第７号） 

 

教育部長　　　あいさつ 

　　　各課長　　　　説明 

１０：２５ 

≪質疑≫ 

＜松山委員＞  

子どもの教育のための総合交付金について、全体の交付決定額はいくらになるか。 

＜学校教育課長＞ 

令和７年度の交付決定額は合計９９０万円である。 

＜松山委員＞ 

申請に対する採用の割合はどうなっているか。 

＜学校教育課長＞ 

基本的には新規の市単独事業に対し、補助率２分の１で支援を受ける制度だが、京都

府の予算範囲内で各市町村に分配されるため、２分の１に満たない額で内示されるこ

ともある。具体的な分配率や他市の状況は明らかにされていない。 

＜竹内委員＞ 

対象となる事業分野に偏りはあるか。 

＜学校教育課長＞ 

学力向上や不登校支援、働き方改革などの分野に分かれている。京都府がその年ごと

に設ける重点事業（いじめ防止等）に取り組む自治体が優先的に採用される傾向にあ

る。 

　 

（質疑終了） 

１０：３０ 

（教育部退室） 

 

（生涯学習部入室） 

１０：３５～ 

【政策企画部】 

（１）第５３号議案　令和７年度亀岡市一般会計補正予算（第７号） 

生涯学習部長　　あいさつ 

　　　各課長　　　　　説明 

１０：４０ 

≪質疑≫ 

　なし 

 

（質疑終了） 

１０：４１ 
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（生涯学習部　退室） 

 

（議会事務局　席移動） 

１１：２１～ 

【議会事務局】 

（１）第５３号議案　令和７年度亀岡市一般会計補正予算（第７号） 

　　　　　　　 　

　　　議会事務局長　あいさつ 

次長　　　　　説明 

 

≪質疑≫ 

　なし 

 

（質疑終了） 

１０：４５ 

（議会事務局　席移動） 

 

（暫時休憩）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０：４５～１１：０５ 

 

（市長公室　入室） 

１１：０５～ 

【市長公室】 

（１）第５３号議案　令和７年度亀岡市一般会計補正予算（第７号） 

 

市長公室長　　　　　あいさつ 

　　　ふるさと納税課長　　説明　 

１１：１０ 

≪質疑≫ 

＜福井委員＞ 

１２月末の寄付減少は楽天のポイント付与変更に伴う駆け込み需要の反動と推測す

るが、１０月以降のサイト利用分布に変化はあるか。 

＜ふるさと納税課長＞ 

楽天のシェアは従来の平均５０％から４０％を切る水準まで落ち込んでいる。お買い

物マラソン等のイベント時における寄付の減少が顕著である。 

＜福井委員＞ 

他サイトへの移行状況や、注力しているサイトの特徴を伺いたい。 

＜ふるさと納税課長＞ 
楽天の落ち込みを他サイトでカバーしており、1月以降の寄付規模は全体として若干

増加している。Amazon や Yahoo と連携したさとふる等の動向を見極めながら注力し

ている。 

 

（質疑終了） 

１１：２０ 

（市長公室　退室） 
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（政策企画部　入室） 

１１：２２～ 

【政策企画部】 

（１）第５３号議案　令和７年度亀岡市一般会計補正予算（第７号） 

 

政策企画部長　　あいさつ 

各課長　　　　　説明 

 

≪質疑≫ 

＜松山委員＞ 

３，５００万円の具体的な内訳を伺いたい。 

＜企画調整課長＞ 

内訳は、商品仕入れ費約２２０万円、調査・開発等の営業費１４００万円、広告宣伝

費７００万円、人件費約８８０万円、家賃等の経常経費３００万円である。 

＜松山委員＞ 

ビジネスの全体像やセクションごとの展開を提示すべきである。 

＜企画調整課長＞ 

マーケティング、事業、管理の３部門体制で進める。初年度は上亀岡産の有機米をベ

ースとしたパックライス化や、規格外の酒米を活用した米粉開発等のプロジェクトに

重点を置く。 

＜竹内委員＞  

３年程度の経営計画や収支計画、売上目標の提示が必要である。赤字の際の市の関与

や自走に向けた指標を伺いたい。 

＜企画調整課長＞ 

当初予算の説明時に資料を提示する予定である。３年目から市の補助金を減らし、

４年目以降は自社の売上で賄えるよう自走を目指す。 

 

（質疑終了） 

１１：４０ 

（政策企画部退室） 

 

（総務部　入室） 

１１：４２～ 

【総務部】 

（１）第５３号議案　令和７年度亀岡市一般会計補正予算（第７号） 

 

　　　総務部長　あいさつ 

　　　各課長　　説明 

 

≪質疑≫ 

　なし 

　 

（質疑終了） 

１２：０５ 

（昼休憩）１２：０５～１３：１５ 
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１３：１５～ 

３　討論～採決 

《委員間討議》 

＜松山委員＞ 

　政策企画部の地域商社に関する３，５００万円の増資について委員間討議を提案する。 

＜山本委員長＞  

松山委員より、政策企画部の地域商社に関する３，５００万円の増資について委員間

討議の提案があった。これに委員間討議をすることでよいか。 
 
ー　全員了　ー 
 

＜松山委員＞ 

３，５００万円の増資の根拠として、仕入れや人件費、マーケティング等が挙げられ

ているが、具体的な全体像や収支計画が不明確である。他自治体では地域銀行と連携

しても失敗し、撤退した事例もある。３年後に独立採算に向けた体制づくりや収支の

イメージを明確化し、市民や議会が監視・理解できることが重要である。 

＜福井委員＞ 

資本金３，５００万円の会社にする意義や、少なくとも５年程度の中長期計画が必要

である。当初からマーケティングの見通しを立て、収支計画を明確にすべきだ。 

＜松山委員＞  

当初予算１００万円で設立し、最終的に３，６００万円とする計画だが、令和８年度

の売上３００万円の根拠が具体性に欠けている。 

＜竹内委員＞ 

課題を整理すると、１つ目は詳細な事業・収支計画、２つ目は黒字化や成果の見通し、

３つ目は赤字の際のリスク管理と責任所在、４つ目は透明性の確保という４点に集約

される。地域商社としてこれらを前提に考えるべきだ。 

 

《討論》 

　　なし 

 

≪採決≫ 

＜山本委員長＞ 

　賛成者は挙手願う。 

第５３号議案　令和７年度亀岡市一般会計補正予算（第７号） 

挙手全員　可決 

第５９号議案　令和７年度亀岡市亀岡財産区特別会計補正予算（第１号） 

挙手全員　可決 

第６０号議案　令和７年度亀岡市篠財産区特別会計補正予算（第１号） 

挙手全員　可決 

 

《指摘要望》 

　なし 

１４：００ 
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４　陳情・要望について　　　　　　　　　　　 １４：００～１４：２０ 

（１）新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関する

早期実態把握と再発防止を求める陳情 

＜山本委員長＞ 

　この陳情書は令和８年１月３０日付けで郵送にて受理したものである。 

＜浅田委員＞ 
どのような事案があったのか背景を確認したい。 

＜三上委員＞ 

新宿区において、管理職が政党機関紙の購読を一斉に辞めた事案があり、強制的な

圧力の有無が問題となったことが根拠となっている。 

＜山本委員長＞  

本陳情は貴重な意見として聞き、今後の委員会活動に活かしていくことにする。 

 

１４：１０ 

５　その他について 

（１）令和８年度他都市先進地行政視察について 

＜山本委員長＞ 

　行先候補として、事務局より説明願う。 

＜事務局次長＞ 

　各委員から提案された視察候補地を一覧にまとめた。愛知県春日井市の不登校支援、

神奈川県海老名市の給食食べ残し対策、兵庫県明石市のいじめ対策などが挙がって

いる。 
＜松山委員＞ 

春日井市のメタバースを活用した不登校支援や、海老名市の給食における食品ロス削

減の取組を深く知りたい。 
＜福井委員＞  

海老名市の「残させない給食」については、調理スタッフの工夫や、一般の調理現場

で再現可能かといった点を探りたい。 

＜山本委員長＞  

各委員の意見を踏まえ、食品ロス削減で実績のある海老名市を視察の中心とし、詳細

については正副委員長に一任願う。 

 

（３）次回以降の日程について 

次　回　　３月１２日（木）１０：００から委員長報告の確認を行う。 

 

以上、これにて散会する。                               散会　～１４：２０


